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平安時代末期の日本の歌人であり随筆家である鴨長明は、方丈記に「行く川のながれは絶えずして、しか

も本の水にあらず」と記している。川の流れには変化がないように見えるが、実際には常に入れ替わって

おり、今目にしている水はもはや同じ水ではない。同じように、世の人も住居も変わっていく。都は変わ

らないがその中の家々は昔からあったものではないということである。川の流れは常に変っていく。同

じように住む人も変わっていく。変化は常に起こっているということである。今日の御言葉にはヨハネ

の弟子たちとファリサイ派の人々が登場する。旧約の時代において律法は真実であり、イエス・キリスト

の出現は旧約時代から続く「川の流れ」における真実である。その流れは止めてはならない流れである。

18 節でファリサイ派の人々はイエスに「ヨハネの弟子たちとファリサイ派の弟子たちは断食しているの

に、なぜ、あなたの弟子たちは断食しないのですか。」と問うている。それにいわばカウンターアタック

で返答するイエス・キリスト。「イエスは言われた。『花婿が一緒にいるのに、婚礼の客は断食できるだろ

うか。花婿が一緒にいるかぎり、断食はできない。 しかし、花婿が奪い取られる時が来る。その日には、

彼らは断食することになる』」(19－20 節)。ファリサイ派の人々は週二度断食をし、またよく祈ってい

た。「神様、わたしはほかの人たちのように、奪い取る者、不正な者、姦通を犯す者でなく、また、この

徴税人のような者でもないことを感謝します。わたしは週に二度断食し、全収入の十分の一を献げてい

ます。』」(ルカ 18:11－12)。レビ、罪人たちとイエス・キリストとの食事の席が描かれているマルコ福

音書 2 章 17 節において、イエス・キリストはご自身が来られたのは「正しい人を招くためではなく、罪

人を招くためである」と語られている。ファリサイ派の人々が「どうして彼(イエス・キリスト)は徴税人

や罪人と一緒に食事をするのか」と問うた場面である(16 節)。断食とは、食を断って自らの身を苦しめ



る中にあって「これだけ苦しんでいる中で罪の赦しを乞うている。それゆえに赦したまえ」という祈りの

姿である。イエス・キリストは 19‐22 節において、3 つのたとえを用いている。それらは①婚礼、②古

い服と新しいつぎあて、そして③新しいぶどう酒と革袋である。現在と過去の異なりが明白であるたと

え話である。新しさと古さの対比であり、「新しさ」がキーワードとなっている。これはイエス・キリス

トの生まれとアブラハム、ダビデとの関係である。旧新約聖書の両方ともを読み正しく解釈すべきであ

る。そして正しく礼拝するすべを身に着けるべきである。それには神様が真実な方であることを感じる

ことである。明日、お寿司屋さんに 3,000 人で行くので食事の準備をしてくれるよう頼み、当日の朝キ

ャンセルをすると、それは契約の問題になる。聖書の世界、キリストの世界に入るならば、聖書に記され

ている真実を受け入れ、聖書の契約に従うべきである。南町田教会は建築をし新しい姿に変えられた。そ

の新しさにふさわしい姿になるべきである。イエス・キリストはすべてにおいて根拠を与えられる。エレ

ミヤ 31：31 にこうある通りである。「見よ、わたしがイスラエルの家、ユダの家と新しい契約を結ぶ日

が来る、と主は言われる。」ヨハネ 12：34 には「すると、群衆は言葉を返した。『わたしたちは律法によ

って、メシアは永遠にいつもおられると聞いていました。それなのに、人の子は上げられなければならな

い、とどうして言われるのですか。その『人の子』とはだれのことですか。』」とあり、メシアが来ること

を群衆は聞いており、人の子とはだれであるのかと尋ねている。洗礼者ヨハネもメシアの来られること

を語っている。「そのころ、洗礼者ヨハネが現れて、ユダヤの荒れ野で宣べ伝え、『悔い改めよ。天の国は

近づいた』と言った。(マタイ 3:１)」洗礼者ヨハネの言う「天の国が近づいた」ことはすなわちイエス・

キリストが来られることである。罪の赦しと救いのため、人々が知らなければならなかったことは、断食

することと新しく何をすべきであるかについてであった。ルカ 24:24「イエスは言われた。『わたしにつ



いてモーセの律法と預言者の書と詩編に書いてある事柄は、必ずすべて実現する。これこそ、まだあなた

がたと一緒にいたころ、言っておいたことである。』」イエス・キリストは、必ずすべての預言が実現する

ことを語られた。イエス・キリストの受苦は、旧約の時代からすでに預言されていたことである。罪人と

ともに食事をしているイエス・キリストが証ししている預言の言葉に対し、ファリサイ派の人々は罪が

何であるかを間違って捉えている姿が示されている。断食をすることは悪いことであろうか。そうでは

ない。イエス・キリストも誘惑にあわれる前に 40 日間断食をしたのである。確かに弟子が断食をしてい

る場面やイエス・キリストが弟子たちに断食を命じる場面は聖書にはない。しかし、イエス・キリストを

信じるために断食は必要である。十字架への道を例えをもってはなされたイエス・キリストは、花婿が一

緒にいる間は断食ができないが、花婿が奪い取られる時が来る。その時に断食する日が来ると言われた。

奪い取られる時の「時」は複数形が用いられており、その日には断食することになるの「日」は単数形が

用いられている。この「日」とは One Day、つまりイエス・キリストが死なれた日を指している。十字

架と復活の間には 2 日(複数)あり、十字架のその日(単数)に断食することになるということである。人間

のもとに神の子が来られたのは、人間は必ずいつか死に、その時には神様に自らを説明しなくてはなら

ないため、一人でも多くの人が神様の救いに与ることができるようしてくださるためであった。イエス・

キリストにおける我々の良心を見出したいのである。断食をした旧約時代の人々(ダビデ王やその他の預

言者)の姿は、神様に赦しや救いを乞うた姿であった。21 節の新しい布切れのたとえは、罪の大きな壁に

よって引き裂かれた神様と人間との関係を示しているといえよう。イエス・キリストという新しい服を

身に着ける者となり神様と和解させていただきイエス・キリストにつながる者となりたいのである。詩

編 4:8「人々は麦とぶどうを豊かに取り入れて喜びます。それにもまさる喜びをわたしの心にお与えくだ



さい。」イエス・キリストの血により、人間に与えられる恵みと祝福の享受が旧約の時代においてもぶど

うとぶどう酒を通して表されている。ぶどうは発酵してぶどう酒となるが、発酵の際に二酸化炭素が発

生し革袋が膨らむのである。そのため新しいぶどう酒を古い革袋に入れると革袋が破れてしまう。マタ

イ 9:14‐17、ルカ 5:36‐39 にも同じ記事が残されている。ルカ福音書にのみ「また、古いぶどう酒を飲

めば、だれも新しいものを欲しがらない。『古いものの方がよい』と言うのである（ルカ 5:39）」とある

が、古い熟成されたぶどう酒を飲めば新しいぶどう酒は要らないというのである。新しいぶどう酒とは

イエス・キリストのことである。新しいぶどう酒であるイエス・キリストの世界に我々はとどまるべきで

ある。イエス・キリストは過去も現在も未来も変わることがない。イエス・キリストは聖霊によって今も

おられる。礼拝とは、神への個の思いを群れの思いとし、神様をあがめることである。我々は「花婿であ

るイエス・キリストが来られますように」と願う普遍的な礼拝をささげるべきである。礼拝は古い自分を

捨てイエス・キリストに出会うチャンスである。そして、隣人の祝福を願い隣人のために生き、施すこと

をイエス・キリストは喜ばれる。来年は東京オリンピックが開催され多くの海外からの訪日者を迎える

ことになる。隣人である全世界の人々とのイエス・キリストの愛による良き交わりをあらかじめ考えて

いくべきであろう。イエス・キリストが十字架で死なれたことは奇跡ではない。ローマの法の内に死なれ

たのである。罪の内にあるならば方向転換をすべきである。神様は我々の力を必要としていない。ひたす

ら人間の側が、あなたが、神様を必要としているのみなのである。罪の内にある状況ではなく、生まれ変

わった視点からイエス・キリストを見出し、我々の神様を群れの信仰をもって隣人とともに新しい者と

なって礼拝することができるように祈り求める一週間でありたい。 


